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1 2 月 定 例 会

◆令和６年度直方市一般会計補正予算を可決

◆直方市職員定数条例の一部を改正する条例を可決

  主な内容
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１２月定例会に提出された議案等とその結果

２
のおがた議会だより

  条例

議案第 78 号 刑法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 原案可決
議案第 79 号 直方市職員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 80 号 直方市職員退職年金並びに退職一時金条例を廃止する条例について 原案可決

議案第 81 号 昭和 37 年 11 月 30 日以前に給与事由の生じた退職年金等の年額の改定に関する条例
を廃止する条例について 原案可決

議案第 82 号 直方市平成元年４月分から同年７月分までの遺族年金に係る加算の年額等の特例に
関する条例を廃止する条例について 原案可決

議案第 83 号 直方市消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の一部を
改正する条例について 原案可決

議案第 84 号 直方市廃棄物の減量及び適正処理に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 85 号 直方市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 86 号 直方市重度障がい者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 87 号 直方市男女共同参画センター条例を廃止する条例について 原案可決

議案第 98 号 直方市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例につ
いて 原案可決

議案第 99 号 直方市長、副市長及び教育長の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 100 号 直方市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
議案第 101 号 直方市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

 予算

議案第 77 号 専決処分事項の承認について（令和６年度直方市一般会計補正予算　（第４号）） 承　　認
議案第 91 号 令和６年度直方市一般会計補正予算（第５号） 原案可決
議案第 92 号 令和６年度直方市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 93 号 令和６年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 94 号 令和６年度直方市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 95 号 令和６年度直方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 96 号 令和６年度直方市水道事業会計補正予算 ( 第２号 ) 原案可決
議案第 97 号 令和６年度直方市下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第 102 号 令和６年度直方市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
議案第 103 号 令和６年度直方市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 104 号 令和６年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第 105 号 令和６年度直方市介護保険特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 106 号 令和６年度直方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 107 号 令和６年度直方市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第 108 号 令和６年度直方市下水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

 人事

議案第 90 号 直方市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 原案同意
 その他

議案第 88 号 工事変更請負契約の締結について（直方市庁舎空調設備改修工事 ) 原案可決
議案第 89 号 工事変更請負契約の締結について（上老良・我孫子線道路改良工事（２工区）) 原案可決

意見書案第７号 国主導による有機フッ素化合物（ＰＦＡＳ）対策の早期実施を求める意見書につい
て 原案可決

 報告

報告第 18 号 専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞納に係る民事調停） 報　　告

報告第 19 号 専決処分事項の報告について（市営住宅共同施設不正使用中止請求等に係る民事調
停） 報　　告
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第 78 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 84 号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 98 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第 99 号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

○：賛成、×：反対、欠：欠席、棄：棄権、除：除斥

－：議長には賛成・反対の意思表示をする表決権がありませんが、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

※その他の結果については、全会一致で賛成となっています。

 賛否の分かれた議案 

 質　疑

３
のおがた議会だより

議案番号 議案名 発言者 質疑項目

第 78 号 刑法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する条例について 那須 和也 刑法改正の概要について　ほか

第 83 号
直方市消防団員の定員、任用、給与、分
限及び懲戒、服務等に関する条例の一部
を改正する条例について

那須 和也 条例改正をするに至った経緯、機能別消防団につい
て　ほか

第 84 号 直方市廃棄物の減量及び適正処理に関す
る条例の一部を改正する条例について 渡辺 和幸 改正に至った経緯について　ほか

第 91 号 令和６年度　直方市一般会計補正予算（第
５号）

渡辺 和幸 【歳出】更生医療費　ほか

安永 浩之 【歳出】九大 OIP キャンパス・ハブ分科会負担金ほか

那須 和也 【歳出】小・中学校費における光熱水費　ほか

１２月定例会で質疑が行われた主な議案については次のとおりです。

直
方
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
消
防
職
員
定
数
の
増
加
に
伴

い
、
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行

に
向
け
た
体
制
の
準
備
等
は
で

き
て
い
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
４
月
１
日

か
ら
消
防
職
員
数
を
68
人
に
増

や
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
き
、
３

年
間
で
年
２
名
ず
つ
計
６
名
職

員
を
増
や
し
て
い
き
、
令
和
10

年
４
月
に
68
人
が
そ
ろ
う
よ
う

計
画
し
て
い
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
後
の
消
防
職
員
の

勤
務
状
況
は
ど
の
程
度
改
善
し

て
い
く
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
今
回
の
増

員
に
よ
り
、
最
終
的
に
警
防
人

員
が
増
加
す
る
た
め
、
職
員
の

負
担
は
軽
減
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
全
国
的
に

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を

守
る
消
防
力
の
強
化
と
財
源
の

総
務
常
任
委
員
会

委員会の報告
１２月９日に開催され付託された議案について審査した主な内容です。

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会

総 務 常 任 委 員 会

産業建設常任委員会

教育民生常任委員会



4
のおがた議会だより

の
多
少
に
関
わ
ら
ず
発
生
す
る

こ
と
。
ま
た
、
郵
便
料
金
や
銀

行
窓
口
な
ど
で
の
収
納
手
数
料

が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
一
定
の
負
担
を
市

民
の
方
に
お
願
い
す
る
こ
と
と

し
、
50
リ
ッ
ト
ル
を
最
低
料
金

と
し
て
設
定
し
た
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
答
弁
を
受
け
、
市
民
へ

の
周
知
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
市
報
の
お

が
た
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た
広
報

に
加
え
、
収
集
業
者
と
連
携
し
、

く
み
取
り
を
実
施
し
て
い
る
各

世
帯
に
対
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布

を
行
う
な
ど
に
よ
り
、
新
し
い

料
金
体
系
の
周
知
徹
底
を
図
り

た
い
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
は
、
物
価
高
に
よ

っ
て
市
民
生
活
は
非
常
に
苦
し

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
中
、
今

回
の
改
正
に
よ
っ
て
料
金
が
下

が
る
世
帯
も
あ
る
が
、
や
は
り

上
が
る
世
帯
が
あ
る
。
こ
の
方

た
ち
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
は

本
当
に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
り
、
料
金
改
定
に
よ
る

増
収
分
３
，
０
０
０
万
円
の
負

担
は
市
が
考
え
る
べ
き
も
の
で

て
は
、
そ
の
内
示
に
先
立
っ
て
、

事
前
に
事
業
選
定
等
に
着
手
し
、

事
業
の
方
向
性
が
見
え
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
い
い
か
尋
ね
ま

し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
国
か
ら
推

奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
枠
の
金
額
等

は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

市
長
と
も
協
議
し
、
す
ぐ
に
動

き
出
せ
る
よ
う
現
在
庁
内
で
事

業
選
定
を
行
っ
て
い
る
と
の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
か
ら
は
、
交
付
金
の

内
示
が
あ
り
次
第
、
す
ぐ
に
事

業
実
施
に
移
れ
る
よ
う
な
体
制

が
取
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
電
動
階
段
昇
降
車
と

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
車
椅
子
を

使
用
す
る
お
子
さ
ん
を
車
椅
子

ご
と
乗
せ
て
階
段
を
昇
り
降
り

す
る
機
械
で
あ
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
電
動
階

段
昇
降
車
の
運
用
に
つ
い
て
は
、

十
分
に
安
全
を
確
認
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
扶
助
費
に
つ
い
て
、
障
が
い

者
自
立
支
援
給
付
費
の
増
額
の

要
因
の
一
つ
で
あ
る
処
遇
改
善

加
算
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か

と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
職
員
一
人

当
た
り
月
額
６
，
０
０
０
円
相

当
の
賃
上
げ
で
あ
る
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
管
理
費
に
つ
い
て
、
小
・

中
学
校
の
教
室
数
増
加
に
伴
う

校
用
器
具
の
整
備
に
お
い
て
、

エ
ア
コ
ン
の
設
置
な
ど
は
補
助

金
を
使
っ
て
い
く
方
針
で
あ
っ

た
か
と
思
う
が
、
全
額
一
般
財

源
で
あ
る
理
由
は
何
か
と
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
今
回
の
教

室
増
加
に
対
応
す
る
補
助
金
が

な
か
っ
た
た
め
、
一
般
財
源
に

な
っ
た
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校
予

算
に
関
し
て
は
国
や
県
、
そ
の

他
広
く
情
報
を
収
集
し
、
補
助

金
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
し
た
。

問
題
は
あ
る
も
の
の
、
ど
の
よ

う
に
人
員
を
充
足
さ
せ
て
い
く

の
か
、
そ
し
て
職
員
の
負
担
を

軽
減
し
つ
つ
、
迅
速
な
消
防
力

が
発
揮
で
き
る
か
と
い
う
点
で

は
、
さ
ら
に
増
員
を
求
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
要
望

し
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
つ
い

て
、
小
・
中
学
校
給
食
費
の
３

学
期
分
無
償
化
等
の
財
源
に
充

て
た
理
由
は
何
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
事
前
に
国

の
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
に
関
す
る
情
報
は

あ
っ
た
も
の
の
、
は
っ
き
り
と

歳
入
で
見
込
む
こ
と
が
で
き
な

い
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
一
旦

特
定
財
源
に
ふ
る
さ
と
応
援
基

金
を
充
て
、
臨
時
交
付
金
が
確

定
し
た
時
点
で
振
り
替
え
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
の
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
臨
時
交
付
金
に
つ
い

直
方
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ

い
て

　　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の

建
物
は
解
体
さ
れ
る
が
、
セ
ン

タ
ー
の
機
能
は
残
る
の
か
と
尋

ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
係
の
所
管
す
る
事
務

は
今
後
も
引
き
継
が
れ
る
と
の

教
育
民
生
常
任
委
員
会

直
方
市
廃
棄
物
の
減
量
及
び
適

正
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
改
正
に
よ
り
、
最
低
料
金
を

50
リ
ッ
ト
ル
に
引
き
上
げ
た
理

由
は
何
か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
し
尿
の
汲

み
取
り
作
業
に
つ
い
て
は
、
作

業
員
２
名
で
現
場
に
向
か
い
、

安
全
を
確
保
し
な
が
ら
の
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
の
駐
車
、
く
み
取

り
作
業
、
通
知
書
の
発
行
・
投

函
と
い
う
作
業
が
く
み
取
り
量

産
業
建
設
常
任
委
員
会
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意 

見 

書

　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
意
見

書
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果

可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意

見
書
を
、
関
係
行
政
庁
等
に
送

付
し
ま
し
た
。

◎
国
主
導
に
よ
る
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
対
策
の

早
期
実
施
を
求
め
る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

農
林
水
産
大
臣
、
環
境
大
臣
で

す
。

あ
る
と
の
反
対
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

令
和
６
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
平
成
筑
豊
鉄
道
路
線
維
持
費

負
担
金
の
今
後
の
見
込
み
と
、

同
鉄
道
の
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
は
沿
線
自
治
体
に
よ
る

支
援
が
決
定
し
て
お
り
、
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
負
担
軽

減
が
図
れ
る
よ
う
、
経
営
状
況

の
改
善
に
向
け
た
議
論
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
現
在
、
沿
線

市
町
村
に
対
し
法
定
協
議
会
の

設
置
が
要
請
さ
れ
て
お
り
、
今

後
は
、
福
岡
県
の
主
導
で
法
定

協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
国
の
基

本
的
な
方
針
を
踏
ま
え
、「
廃
止

あ
り
き
」「
存
続
あ
り
き
」
と
の

前
提
を
置
か
ず
、
具
体
的
な
事

実
と
デ
ー
タ
に
基
づ
き
議
論
す

る
こ
と
と
な
る
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。
採
決
の
結
果
、
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し

た
。

一 般 質 問
１２月定例会の一般質問は、１２月２日から５日までの

４日間行われ、１３名の議員が市政について質問しまし

た。一般質問は、議案と関係なく市政全般にわたり執行

機関に対して執行状況や将来に対する方針などについて

所信を尋ねたり、報告、説明を求めるものです。

　
　
　

被
災
地
の
実
情
を
踏
ま

え
、
今
後
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

①
２
名
の
現
場
で
の
活
動
は
ど

ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

②
市
へ
の
報
告
は
ど
の
よ
う
に

な
さ
れ
た
の
か
。

③
市
の
防
災
対
策
の
認
識
の
変

化
は
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
被
災
地
に
派
遣
し
た
職

員
か
ら
、
発
災
直
後
の
状
況
下

で
は
、
公
的
機
関
に
よ
る
人
命

救
助
等
の
対
応
が
困
難
で
あ
っ

た
と
報
告
を
受
け
た
。
幹
部
会

で
報
告
し
、
職
員
間
の
共
通
認

識
を
持
つ
と
と
も
に
、
自
助
・

共
助
の
機
能
の
向
上
を
図
る
た

め
、
自
主
防
災
組
織
の
早
期
設

立
を
目
指
し
、
今
後
は
、
地
域

に
出
向
い
て
、
防
災
に
関
す
る

話
合
い
の
機
会
を
設
け
て
い
く
。

　
　
　
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
事

業
及
び
幼
児
へ
の
英
語
教
育
（
英

会
話
）
の
い
ち
早
い
取
組
に
つ
い

て①
子
ど
も
た
ち
の
変
化
は
ど
う

な
の
か

②
今
後
も
継
続
的
に
行
う
予
定

は
あ
る
の
か
。
行
う
と
す
れ
ば
、

ま
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
な
の
か
。

③
成
果
は
。

④
英
会
話
教
育
は
幼
児
期
よ
り

取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
か
。

　
　
　
今
回
の
「
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
」
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
は
伝
達
力
と
積
極
性

で
の
変
化
が
表
れ
て
い
る
。
起

業
家
的
な
社
会
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
視
察
で
き
た
こ
と
は
大
き

な
成
果
で
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
は
引
き
続
き
有
力
な
候
補
地

で
あ
る
。
幼
児
期
か
ら
の
英
会

話
教
育
に
つ
い
て
は
、
乳
幼
児

教
育
推
進
部
会
で
諮
り
た
い
。

質
問 篠

原
正
之
　
議
員

答
弁

森
本
裕
次
　
議
員

　
　
　
直
方
市
の
文
化
向
上
に

資
す
る
団
体
へ
の
支
援
に
つ
い

て
　

文
化
の
発
展
や
向
上
に
寄
与

す
る
団
体
等
へ
の
補
助
金
は
適

正
に
算
出
さ
れ
て
い
る
か
。
補

助
金
の
適
正
化
と
活
動
の
場
で

あ
る
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
・

中
央
公
民
館
の
使
用
料
減
免
を

求
め
、
あ
わ
せ
て
本
市
の
文
化

に
対
す
る
姿
勢
を
問
う
。

　
　
　
社
会
教
育
団
体
の
活
動

は
文
化
振
興
に
資
す
る
も
の
で

あ
る
と
の
思
い
か
ら
事
業
実
施

に
対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
。
施
設
利
用
料
の
減
免
は
、

減
免
等
を
行
う
団
体
の
選
別
に

至
る
考
え
方
の
整
理
、
制
度
や

手
続
の
整
備
等
、
検
討
す
べ
き

課
題
も
生
じ
る
た
め
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　

狭
隘
道
路
と
空
き
家
対

策
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

狭
隘
道
路
は
生
活
利
便
性
の

観
点
や
災
害
対
策
、
空
き
家
を

質
問

質
問

答
弁

答
弁

質
問
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離
婚
後
の
こ
ど
も
の
養

育
に
つ
い
て

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
貧
困
問
題

の
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
養
育

費
未
払
い
が
あ
る
。
養
育
費
の

受
取
は
こ
ど
も
の
権
利
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
離
婚
時
に
お
け
る

取
り
決
め
が
必
要
と
考
え
る
。

取
り
決
め
に
は
公
正
証
書
、
調

停
証
書
等
が
あ
る
が
、
作
成
す

る
に
は
費
用
が
か
か
る
た
め
、

県
や
他
自
治
体
が
行
っ
て
い
る

助
成
等
を
市
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
国
や
県
が
作
成
し

て
い
る
離
婚
時
に
お
け
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
活
用
状
況
や
市
独

自
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を
検

討
し
て
い
な
い
の
か
を
問
う
。

　
　
　
離
婚
後
の
こ
ど
も
の
権

利
を
守
る
た
め
に
、
離
婚
届
の

用
紙
に
は
面
会
交
流
や
養
育
費

質
問 村

田
明
子
　
議
員

出
さ
な
い
等
の
理
由
で
そ
の
解

消
が
求
め
ら
れ
る
。
本
市
の
狭

隘
道
路
に
対
す
る
認
識
と
解
消

の
た
め
の
計
画
、
実
施
、
効
果

の
検
証
を
す
る
各
部
署
の
進
捗

状
況
を
問
う
。

　
　
　
狭
隘
道
路
の
解
消
に
つ

い
て
は
良
好
で
安
全
な
住
宅
市

街
地
の
形
成
の
た
め
、
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
い
る
。
狭
隘

道
路
解
消
に
あ
た
り
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
推
進
計
画
の
策

定
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
早

期
実
施
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

　
　

　
　
　

直
方
・
鞍
手
新
産
業
団

地
の
進
捗
状
況
と
新
た
な
工
業

団
地
に
つ
い
て

　
九
州
地
方
は
Ｉ
Ｔ
産
業
を
中

心
と
し
た
進
出
企
業
が
佳
境
を

迎
え
、
本
市
の
新
産
業
団
地
へ

の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
誘
致
も
期

待
さ
れ
る
。
進
出
企
業
と
の
契

約
締
結
及
び
更
な
る
工
業
団
地

造
成
計
画
の
適
地
調
査
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
新
産
業
団
地
へ
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
は
、
県
、
鞍
手

町
と
連
携
し
、
機
会
を
逃
が
さ

な
い
よ
う
進
め
る
。
適
地
調
査

は
、
３
か
所
程
度
の
候
補
地
を

選
定
す
る
予
定
で
あ
り
、
土
地

開
発
事
業
者
の
開
発
ニ
ー
ズ
把

握
も
行
う
。

の
取
り
決
め
に
つ
い
て
の
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
の
解
説
動
画
を
見

る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
添
付

さ
れ
て
お
り
、
動
画
で
内
容
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
法
務
局
及
び
福
岡
県

に
よ
り
、
養
育
費
や
面
会
交
流
、

ひ
と
り
親
に
な
っ
た
際
の
必
要

な
手
続
や
支
援
に
つ
い
て
、
分

か
り
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が

作
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
市

独
自
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
作
成
せ

ず
に
福
岡
県
や
法
務
局
が
作
成

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

な
が
ら
案
内
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
離
婚
時
の
公
正
証
書
作
成

の
た
め
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

近
隣
市
の
状
況
等
を
参
考
に
し

な
が
ら
今
後
調
査
研
究
を
行
い

た
い
。

　
　
　
食
料
自
給
率
の
向
上
の

取
組
と
今
後
の
米
不
足
の
対
策

に
つ
い
て

　
日
本
の
食
料
自
給
率
は
カ
ロ

リ
ー
ベ
ー
ス
で
38
％
で
あ
り
、

食
料
自
給
率
を
引
き
上
げ
る
た

め
の
対
策
及
び
、
現
在
の
米
不

足
は
政
府
が
米
の
生
産
量
を
抑

え
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
来

年
度
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
る
が
、
価
格
保
障

や
所
得
補
償
を
充
実
さ
せ
る
た

め
の
本
市
の
施
策
を
問
う
。

　
　
　
市
内
の
米
の
販
売
価
格

に
つ
い
て
は
、
精
米
５
キ
ロ
グ

ラ
ム
で
比
較
す
る
と
、
例
年
の

約
１
・
５
倍
の
価
格
で
推
移
し
て

い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
産

者
手
取
り
に
つ
い
て
は
、
燃
油

や
肥
料
代
の
高
騰
に
加
え
て
、

高
温
障
害
等
に
よ
る
収
穫
量
の

質
問 那

須
和
也
　
議
員

答
弁

減
少
に
よ
り
、
実
質
的
に
は
上

が
っ
て
い
な
い
。

　
農
業
者
の
所
得
補
償
に
つ
い

て
は
、
農
業
共
済
と
収
入
保
険

の
二
つ
の
制
度
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
掛
け
金
、
保
険
料
の
支
払

い
が
必
要
と
な
る
が
、
自
然
災

害
等
に
よ
る
収
穫
量
の
減
少
等

の
損
失
補
填
や
、
価
格
低
下
な

ど
に
よ
る
収
入
減
少
を
補
う
こ

と
が
で
き
る
。
本
市
と
し
て
も

こ
れ
ら
制
度
へ
の
加
入
を
推
進

し
て
い
く
。

質
問

答
弁

答
弁

答
弁


